
保育環境の評価と
情報収集・分析の手続き

第一回



今日の予定

 保育環境の構造化

個の特性に応じた、保育環境の整理

 対応する行動の明確化

対応する優先順位と連携の評定

 保育記録と分析

情報から分析へ



「わかる」保育を目指すために

保育環境の構造化



言って聞かせても・・・
有川・立田(2015)は、小学校１年生5校、幼稚

園5園の5歳児のトラブルと、その対応について
一年間にわたって調査を行った。
すると・・・

 幼稚園では、「トイレや手洗いなどの日常生
活に関わる場面」「集団活動場面」に友だち
とのトラブルが頻発していた。

 入学間もない1年生は、「体育、図工」「算
数・国語」「不定期の行事」などが比較的多
くトラブルが起こっていた。

 どちらの場合も、とられていた対応は圧倒的
に「言い聞かせる」であったが、それだけで
トラブルが消失したことは少なかった・・・。



足型があれば・・・

 幼稚園や、保育園では
トイレ前や水道付近は、
トラブル多発地帯で
あった。「横入り」や
「並ばず、注意され
る」などがその理由。

 なので、定時排泄や、
給食の前などの時間は、
あちこちで小競り合い
が起こります。

 だから・・・こうして
みました。



大人だって・・・

 大阪駅の環状線ホー
ムの利用客は、かな
り多い。

 そして、きっちり列
をつくらないところ
がまた大阪らしい。

 だから・・・



そして、いまや・・・
ここまでくるとカオスなんですけど



保育環境をつくる



「わかりやすい保育」をつくる

 お昼寝から起きて、おやつを食べた後に
絵本を子どもたちに読もうと思います。
子どもたちに、この活動内容を理解させ
るために次に示すことについて、保育を
見直すことにしました。

 あなたなら、次の点について保育上、ど
のような手立てをとりますか?



子どもに伝えるポイントは4つ

 「どこで」(Where)するか

 「いつ・いつまで」(When)するか

 「なに」(What)をするか

 「どうやって」(How)するか

4つのポイントが子どもに示されて
いるか見直してみる

その活動は



その活動は「どこで」する

 その活動は、「どこでするか」子ども達
にわかりやすく伝わっているか。

 その活動は、「どこ」あるいは「どのよ
うな環境」ですることが望ましいのか。



環境の作り方

 分かりやすい「境界」を作る

「絨毯の色」「棚の配置」「間仕切り」

 「活動」と「場所」を対応させる

「おやつ・給食の場所」「絵本を読む場

所」「スケジュールを確認する場所」

 活動に不要な刺激の除去

「掲示物」「人の動き」「時計の位置」

「音」「光」



その活動は「いつ」するか、「ど
こまでするか」が伝わっているか

 その活動は、「いつ始まるか」「いつま
で続くのか」「どのような状態になると
終わるのか」あるいは「どれだけの量が
あるのか」。

 スケジュールを子どもが理解できる方法
で示されているか。

 示されるスケジュールの長さ・数は適切
か。



どれがよいか?



「なに」をするか
「どのように」するか

 「なに」をするか、子どもの多様な「わ
かる」に対応して示されているか。

 目が見えているから「わかっている」、
耳が聞こえているから「わかっている」
わけではない。

 個々の特性に応じた伝え方を再検討する
こと。

ちゃんと前
見て歩いてく
ださい!!
危ないですよ×



「わかる」ための回路はこれだけある

「見て」

「聞いて」

「触れて」

「嗅いで」

「食べて・舐めて・飲んで」

「動いて・やってみて」

わかった



聴覚的な短期記憶って・・・

 「マジックナンバー7±2」 Miller （1956年）

人は、一度にそれほど多く
の指示を理解できない!

No more ! 「ダラダラ」説明



ジロウさんの事例

演習



ジロウの事例



タイタニック号はなぜ沈んだか?
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課題となっている行動

本人の特性 環境・状況

必要なサポート



意外と定まっていない「問題」

なにを「問題行動」とするか?



子どもの行動

 子どもの「行動」で、気になるものを3つ
あげてください。

Question ?
それは本当に「行動」ですか?

Practice !



どの行動を改善、もしくは伸ばしたい
かを明らかにするには以下の3点につ
いて検討する。

 その行動は、「地蔵テスト(死人テスト)」
を通過できているか。つまり、「地蔵に
はできない内容」になっているか。

 行動的翻訳はできているか。

 優先的に改善、もしくは伸ばしたい行動
は何か。
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測定できる行動にするために

その1
改善、もしくは伸ばしたい行動を明確
にする



「行動」として定義できますか？

以下の事は「行動」として定義できるか答えよ

 ケーキを食べない

 蜂に刺される

 今日の昼食のことを考える

 車にひかれる

 鉛筆を持つ

 二階から落ちる

 教室内を歩く

 会議中、発言しない

 テレビを見ている

 倒れている人を見るが、何もしない
26



「行動」として
明確にできないもの・しにくいもの

１）「～される」と言う「受け身」のもの

例:「車にひかれる」

「蜂に刺される」

２）「～ない」「～しない」と言う「否定」や「非
行動」と呼ばれるもの

例:「ケーキを食べない」

「会議中発言しない」

３）「～している」と言う「状態」と呼ばれるもの

例:「二階から落ちる」

「テレビを見ている」
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その2
「行動翻訳」をする

 「ふらふらする」は行動ですか?

 「ふらふらする」って、どんな行動です
か? ダンスすることですか? 保育室内
を歩くことですか? メダカに餌をやりに
行くことですか?

ポイントを、まずは焦点化していく必
要がありそうです。



「ふらふらする」は、何をすること?

 曖昧な表現を、具体的な行動に整理する
ことを「行動的翻訳」と言います。

 「ふらふらする」とは、実はわかるよう
でわからない。「歩いている」のか、
「おもちゃに触れている」のか・・・

 「行動的翻訳」がないと、どの部分が観
測対象かがわかりにくい。チームで行動
を測定するのであればなおさら必要。

 行動を観測できる状態にするためには、
この翻訳は重要な作業です。
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特に問題行動について

その3
優先順位を明らかにする



対応すべき行動が定まっていない
と・・・

 一日中、大変な行動をしているように感
じる。

 大変な行動が週に一度起こるかどうかで
あっても、常に大変な状態にある子ども
として扱われてしまう。

 緊急性が低い行動への対応を一生懸命考
え続けていることがある。

優先順位をつけることは、実は子どもの行動
を客観的にとらえるためには必要です。



そもそも「問題行動」とは
 問題行動の基準

1. 自らの身体・健康に著しい危険をもたら
す行動

2. 他者の身体・健康に著しい危険をもたら
す行動

3. 有意義な学習・労働・レジャーへの参加
を著しく妨げる行動

これらのいずれかがあれば問題行動。ただし、
「著しい」の評価は人それぞれ。

これが明確でないことで、ただ漠然と「大変
な子」と考えがちになる。



「問題」の程度をはっきりさせる

 自分もしくは他者にとって、緊急性が高
い(命に係わる)もの、低い(誰にも危害が
及ばない)ものがある。

 生活への支障が大きいもの、大きくない
もの

 保育園・幼稚園でなければできないもの、
保育園・幼稚園でなくてもできるもの。

 家庭でなくてもできるもの、家庭でなけ
ればできないもの。



優先順位をつける

 対応すべき行動の優先順位をつける。

 その対応は、「園と家庭で協力した方が
よい」のか、「園内で対応しなければな
らない」のか、「家庭への支援を検討し
なければならない」のか、あるいは「誰
が対応してもよい」ものなのかを、整理
すること。

具体的に対応すべき「行動」が定
まりました。



情報収集とアセスメント

生活の中の情報の集め方・使い方



スキャッタープロット

 「ある行動」が生起している実態を視覚
的に把握するための記録法。

 行動の生起しやすい時間帯が分かりやす
く把握できる。

①行動が生起した時間をチェックする

②「行動の強さ」も合わせて記録する。

③「いくつかの行動」が連続的に生起する

ものも合わせて記録する。



スキャッタープロットの例

火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 月曜日 火曜日 水曜日

7:00

7:30
8:00

8:30 ✔ ✔

9:00 ✔

9:30

10:00

10:30 ✔ ✔ ✔

11:00✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

11:30 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

12:00 ✔

12:30

13:00✔
13:30
14:00

14:30

15:00 ✔

15:30

16:00 ✔

16:30

17:00

17:30

18:00

18:30 ✔

19:00

19:30

火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 月曜日 火曜日 水曜日

時間の間隔は、子ど
もの行動の頻度等を
考えて設定可能



どのように解釈しますか?
推理してみましょう。



行動観察シート

 行動の前・行動・行動の後(対応)の様子が
記述できる。

 特に、「どのような対応をしたか」「そ
の結果、子どもの行動はどうなったか」
と言う視点に注目し、“対応と結果”の
関係を整理できる。



行動観察シートの記入の仕方

A太さんの前を、
B子さんが通る
と

B子さんの背中
を強く叩く

保育士が駆け寄りA
太さんを注意した9時10分

A太さん アリカワ

5 20



情報の重要性

 対応方法を検討するためには、ある程度
の教育・臨床経験は必要。

 しかし、経験はあっても分析が間違って
いれば子どもは変えられないし、変わら
ない。

 より正確な分析のためには、「精度の高
い情報」が必ず必要である。

 また緊急性が高い場合には、収集効率が
求められる。チェックリストなどは有効
な手段である。



宿題1 保育の改善

施設内の工夫は最低でも一つは行うこと。

それを写真に撮って次回、持参してくださ
い。

(例)「スケジュールを示す」や、活動場所を
伝えるための工夫(読書の場所に「絨毯をひ
く」など)

なお写真は、プリントして持ってきてく
ださい。次回のグループワークで使用しま
す。



宿題2 記録

 気になる「行動」を明らかにし、その行
動の様子を記録してくること。今回は、
特に対応について検討をせずに今まで通
りの対応をすること。

 「行動観察シート」と「スキャッタープ
ロット」を記録してきたものは、次回の
グループワークで使用します。

 記録を採っている期間の日課表を持って
きてください。



おまけ
本日使用したパワポのPDFを、ホー

ムページ「ありちゃんねる」の「研修
資料」http:/ /ar ichannel. jp/research-
program/lecture-meeting/
からダウンロードできます。ただし、
ダウンロード可能な期間は、 本日から
1週間のみです。

なお「戦略シート」は以下の
ページからいつでもダウン

ロードできます。
http:/ /ar ichannel. jp/research-
program/documant-of-aba/ 研究室公認ゆるキャラ

「あり犬」

http://arichannel.jp/research-program/lecture-meeting/
http://arichannel.jp/research-program/documant-of-aba/
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